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ま え が き

徳島県中学校教育研究会数学部会会員の先生方には，生きる力の育成をめざした数学教育の実践

に日々取り組まれ， また，本部会の発展のためにご尽力をいただき，厚く感謝を申し上げます。

平成11年8月23日・24日には，第32回中国・四国数学教育研究（徳島）大会が，大会主題「変

化する社会の中で創造的に生きる力を育てる算数･数学教育」のもと， アスティーとくしま（中

学校部会）で行われました。また，平成11年10月8日には，第29回徳島県中学校数学教育研究

大会が， 「たくましく心豊かな生徒を育てる数学教育一生きる力を育てる学習指導のあり方」のテー

マのもとに，麻植郡鴨島東中学校を会場に,麻植・阿波数学部会のご協力のもと開催されました。

中国・四国（徳島）大会では夏季にも関わらず，多数の会員が参加し，質の高い研究会を行うこ

とができました。また，統一大会では，生徒が活き活きと活動する授業が行われ， 日頃の研究成

果が発揮されていました。両会とも，先生方のご参加．ご協力により，盛会であったことにお礼

と感謝を申し上げます。

さて，本部会の研究委員会では，平成5年度から本年度にいたるまで，研究テーマとして「たく

ましく心豊かな生徒を育てる数学教育」をかかげ， 「課題学習の実践研究」と， 「ティーム・ティー

チング指導のあり方」「コンピュータの活用推進」「選択数学の素材研究」について，実践研究を

進めてまいりました。今年度はこれまでの研究内容をまとめ，実践研究を行い， 「選択数学の実践

事例集」を編集いたしました。

21世紀を創造的に生きるためには，ゆとりの中で「生きる力」を育成することが，教育の重要

な課題です。私たち数学教育に取り組む教師は，今， まさに教師としての力量が問われる時代に

あるのではないでしょうか。先生方におかれましては， 日々の教科指導に本書を利用していただ

ければ幸いです。

終わりに，本書の編集にご尽力くださいました研究委員の先生方，事務局の先生方に厚くお礼を

申し上げ，発行の言葉といたします。

平成12年4月

徳島県中学校教育研究会数学部会

会長村瀬久夫
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＜第1学年＞

－1－



ともなって変わる量を見つけよう （1年）

1 授業のねらい

いろいろな事象の中から， ともなって変わる2つの数量を見つけ出し，その変化や対応の様子

を，表・グラフ・式を通してとらえ，活用していくことを指導の重点に置いている。 1年では，

小学校の復習として比例（正比例)，反比例の関係を中心にし，特に大切にしたいことは， 日常

生活の中からともなって変わる量を見つけ出せること， その変化の様子を表・グラフ・式を用

いてとらえることができるようにしたい。

また，数学の歴史的発展の結果，関数は変量の間の対応＝写像というように関数概念が考えら

れ，それをふまえて関数を変化する量の対応関係ととらえる立場で関数を取り扱うことにした。

そこで，問題点として，数学固有・応用の問題があり，応用の問題として自然現象・社会現象

があり， これらの問題を関数の視点で考察することにした。

2指導計画

(1) ともなって変わる量………………………………………………………2時間

(2)比 例………･………･…･…………………．．………．．………………3時間

(3)比例のグラフ……･…･………………………………･……………………･4時間

(4)反比例とそのグラフ………．．………………………･……………………2時間

(5)問 題…………･………………………………………………………2時間（本時2／2）

3展 開

の ｜口

－2－

学習内容と学習活動 教師の指導・支援・留意点

導
入
展
開
ま
と
め

1 ともなって変わる2つの変数x, yがあ T1 T2



4考 察

（生徒の作った問題）

ら瀧繍擬蹴。
（1）風学的耶亀（比例と反比例）

坐
（0101）円と周の凹風について

17と周の田侭についてオえてみよう・

叩睡rmの何の岡の艮冒署“■と丁ろ。このとき・ハエrの

どのよう座』Eで塑之れろだろうか。

い史・いくつかの三角恩についてXとyの四■そ餌べろと．次の聾のようになった．ぃ堂．いくつかの円について． rとgの凹盛e劃べろと。次の翌のようになった｡

9
｜
》
｜
《
’

一一一

F1の準阻r(cn) l , 0 9

12． 561 18． 84

理からxが1.2.3.ｲ化■)と変化するにとも左弓てyI型ｲ112ﾉ恥(上､)と理化することがわかる‐
このと含・腕Xyそ計豚ずろと lz24画ZX12-3咽－4略-24となり剛Xyが－迄である．

24

しだがって． Xとyの岡田は。 y－－の田傷に匙ろ．この田係はyがxに反比例しているこ
X

とe示している．

浅から『が1.2.コ〈“】と変化するにともなってfは6．浬Ju5“＆84(四》と変化することがわかる｡
＆調 1ユ56 18．842

このとさ－を鋤罪すると一＝－ー－－． ． ．－6.あ(一鋤となり

r l 2 3

イと『の比が一定であること都わかる。庁一ｺ.Mとすると4－2．瓦rの関係になる ．
●

この旧侭は● yー1Xの閥蝿の特別尿ものである。したがって．この個係は＆がrに比例している

ことを示していろ． 。

（2）自慈現象（比例と反比例）

鐸
（8191.）容温への、位闘間の入水紐と関水までにかかる凹周
体鯛50．′･の水そうに．いつぱいになるまで水を入れていく．

仰分1ozの荊合で入れても､くとき．入水趾と閏剛の旧値について
労えよう．水琶入汎鈴めてからX分僅の水の凪をy2とする．yは

Xのどのような丈で空包れるだろうか．

い室． Xとyの国儀を到べろと．次の盛のようになった．

（中&）画車の●散と回転政について

a瓶の因風と四偲吐について寺えてみよう．

囮低献40で蝿秒6四種する｡IﾛAと．酋欧Xでy四挺する画車Bがかみあっているとする．

yはXのこのよう睡式で座されるだろうか．

240

個巾の佳頁よりXy－240となることがわかる．腕xyが－進である．したがってy－－の

岡■になる｡この岡鳳は。 yがxに反比岡していることe饗している． x

い室．又とyの国侭岳瓜べろと．次の翼のようになった．

’
一
一
一
一

一
》
一
一
一

衷か呉又部0.1.2.3.4(分）と変化するにともなってyは9ﾕ929功,10“）と宝化することがわかる．
y lo ” 3o

このとき－をﾕr算すると－－－－一一・ ・ ・－10(一定）となり
又 1 2 3

yとxの比が一定であることがわかる．したがって．xとyは． y＝lox（睡卿の田係になる．こ
の国係はyが翼に比耐ることを垂して恥る。

ぃ室． Xとyの麦化の爾合芒計算すると。

10－0 20=10 功一詞

一一一一一一画・ ・ ・車10(一巡）となヮ麦化の割合が一定であることがわかる．

1勺 2－1 3－z

このよう唯比例四慨では．Xとyの変化の割合が一定であることがわかる．

（3）止金耶象（比例と反比例）

（中1）品物の個飲と代金

1脚80門のみかんe何健か面うとき．みかんの因は蓬x倒とし、文払う代金そy円とする

このとき、 yはXのどのような式で班されるだろうか。

い室． xとyの凹繊を銅べろと．次の戎のようになった．

1 l

すると．yは一個.－個

2 3

となっていることがみえろXを2ほ.｡侭

（0181）一送金画で画える品物の皿価と国政

一定企餌10”111で宜物をするとき．口える他翰の以値ごXP】･佃散壱y円とする．このとき

yは其のどのような式で衷されるだろうが・

い室．Xとyの凹係を固くろと、次の没のようになった。一
一

’
一
一
一
一

■■■■■■■■■■■■■■■

● ● Q

－

型からxが】,Z,町4(圃）と圧化するにともなってyは即J1鋤24叩20（円）と庇化することがわかる．
y 80 160 240 鞄0 趨からxが10,2940,50(円）と宝化するにとも広ってyは100,50,雷,羽(固).と愛化することがわかる．

このとき・一を叶亦すると一＝－－－－－＝・ ・ ・-60(一定）となり このとき．腕xy魯叶寡するとlOx100-20x50■40xZ5-50x20-10側となり梱xyが一定である。

X 1 2 3 イ ・ ’㈹0

yとXの比が一定であることがわかる．このとき．Xとyの図係はyの変化とXの変化の調合が一定 ．したがって、 xとyの醐縄は． y－－の凹係になる．この圃係はyがxに反比例していること
であるという側侃にあることがわかる．したがって．xとyはy画80×の1月係になる．この個係はy 壱示している． X

がxに比例していることそ乗している．

身近な問題を通し関数を変化する量の対応ととらえることによって，その変化の割合に一定の

法則性を見出し,逆にその法則を満たす自然現象・社会事象を表す関数を決定することができる

ようになる。これによって， 自然現象・社会事象の解析を数学的に行うことが可能になり，将

来高校で学習する微積分に通じる考え方が学習できる。

参考文献 「授業と楽しくする数学用語の由来」 片野善一著（明治図書）

(川内中学校宮浦理恵）

－3－

底辺X（c■） 1 2 3 4

禺さy（c■） 24 12 8 6

卿回×（分》 0 1 Z 3 4

入水厩y“） 0 10 釦 30 40

凸匡X 0 10 20 鉤

図壁政y（囮》 0 24 1Z 3

硯致X（圃） 1 2 3 4

代金y（円〕 80 l的 240 320

皿低×（Iﾘ） 10 20 40 50

囲威y（閲） 1“ 駒 25 20



正方形を使って（1年）

1 授業のねらい

これまで，方程式を解くための技能面を中心に指導してきたが，実際の問題について，導入で

文字の式を確認した上で，数量の関係を考察して方程式を作り，問題を解決することをねらい

とする。

（1） マッチ棒の本数を，文字を使って表される便利さに気づかせる。

（2） マッチ棒を使った操作活動を通じて，主体的な学習活動を促し，様々な考え方で方程式を作

らせる。

指導計画ク

（1）方程式とその解……………………………………………………………3時間

（2）方程式の解き方………………………………………．．…………･………3時間

（3）方程式の利用………………………………･………………………………4時間

（4）問 顕･……･……………･……………………………･………………2時間（本時2／2）

開3展

淵港淵港

し律

可のⅨ'6

－4－

学習内容と学習活動 教師の指導・支援・留意点

導
入

1 マッチ棒の本数が文字を使って表される T1 T2

展
開

2本時の課題を確認し，各班でマッチ棒を

使って考える。

･黒板でマグネット

を利用しながら，

家の作り方。数え

方を確認する。

o問題を書いたワー

クシート

ン－ ト ツ

，

雪マツ

OHP

チ棒

20本を各班に配る。



/V、/、/、/、

l l l l l l

V、/、/、/、

l l l l l

V、/、/、/、

l l l l l

ゾチ棒を並べて家

屋が全部で156本

弓のⅨ'6

習頴の中の数量隣

垂の総数の僕

の班の万法をOHPシート

合う中で，式変形の過程
ヱロヨエ、一」壷づ－ 1－ ，－＝=ノ

尚祐尚祐尚祐当Ht

4考 察

BeeC一二騨鞘 篶鎗鞘誠 登：
柵冒州“ …"'‘鯛鰯蔑ｮ雷言鵡鯛･旨軸Q句 ．

、帥《愛-依宇I)二1％

今回，方程式のまとめ問題として課題学習的な内容を初めて導入したが,初め生徒たちは，マッ

チ棒を使った作業的学習にとまどっていたが,T-T授業で机間指導を行い支援するうちに，マ

ッチ棒を区分けしていく楽しさに各班とも発展していった。また，授業の導入で文字の式を確

認し合ったので，文字を使って式を作ることは比較的スムーズに流れたように思う。発表形態

としてOHPを利用することにより，画面を通して直感的に分かるし，班員全員が前に出

て協力して発表することにより，生徒一人一人の自主性も見え，その解は家のけん数31けんと

1つでも様々な考え方が出て私自身驚かされた。このように，生徒一人一人の発想を大切にし，

「方程式を使って解ける便利さ」を体験的学習を通し体感できる授業を今後も活用していきたい。

参考文献 「高校への数学」 （東京出版）

（川内中学校宮浦理恵）
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学習内容と学習活動 教師の指導・支援・留意点

展
開
ま
と
め

5マッチ棒の数え方により，方程式の作り

方自体に多様な考え方があることを理解

する ◎

･方程式の便利さに気づかせる。



立体の切断（シミュレーションソフトを使って) (1年）

1 授業のねらい

立体の切断を考えることは，その立体を分析したり，計量したりする際に有効な手段である。

本時の導入で，立体模型や透明なプラスチックの容器に着色した水を封入した教具を使い，切

り口に注目し立体の性質を考察したうえで，パソコンを使った具体的操作活動を通じて立法体

を切断したときの切り口の様相を理解させたい。

(1)パソコン画面上で立方体を自由に切らせ，様々な角度から監察する。

（2）立方体を切断するには，辺上の3点を決めれば，すべての平面が表現できる。

指導計画

平面，直線の位置関係…．．…･……………………………………………3時間

面や線を動かしてできる立体･…………･………･…･……･……………2時間

寸体の切断……･………………………･………………･………･…………4時間（本時2／2）

ず体の投影図と展開図…………………………………･……･…･………2時間

2

(1)

(2)

(3)

(4)

開3展
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学習内容と学習活動 教師の指導・支援・留意点

導

入

1回転体について思い出し，円錐・円柱の

切断面を確認する。

やってみよう！
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● 円柱・円錐はどん

な平面図形を回転

させたか，切り方

により切断面が違

うことを教具を利

用し確認する。

o問題を書いたワー

ク ン一 卜を配り，

それぞれの切断面

をかかせる 0

･つまずいている生徒を机間指導する。

展

開

2立方体の切断面を考える。 ･平面図で切る場面

を思い浮かべ， そ

の切り口をワーク

シートにかかせる。

oワークシートを配り ，

はじめの切り口の

面を上面を持って

くるよう補足する。



4考 察

前時の学習においても，生徒が平面で切る場面を思い浮かべ，手作業で切断面をかけることを

目標においた。が，三次元空間である立方体になると二人一組の学習形態でも，かなり切断面

をかくことに試行錯誤を繰り返していたように思う。T－Tの利点をいかし，教師の画面を転送

する工夫を行う中で，視覚的に平面･直線の位置関係も学習できたように思う。また，コンピュー

ターの操作活動に入る前に，切断面を予測する時間確保や教師が事前にソフトの確認をしてお

き「サブメニュー（ ）番」と指示すると時間も有効に使える。また，立方体は面が6個より最大

6角形しかできないといった具体性を持って説明を加えると，分かりやすかったと反省している。

参考文献 「図形ランチボックス」 （川内中学校宮浦理恵）
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学習内容と学習活動 教師の指導・支援・留意点

展
開

考えてみよう 1

右の図のような立方体で，点P,Q

Rはそれぞれ辺CD, DA,AEの中

点である，次の問いの答えよ。

①この立方体を次のような3点を

通る平面で切ったときにできる切

り口の形を答えよ。

⑦3点D, B, Eを通る平面で切る。

④3点P,Q, Fを通る平面で切る。

A

R、
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3 コンピューターを利用して切断面を確認

する ◎

4問題について，発表する。

5立方体の切断面をいろいろな視点から観

察し

凸
。
●

自由な切断を考える。

⑥3点P,Q, Eを通る平面で切る。

④3点Q,R, Bを通る平面できる。

②この立方体を1つの平面で切った切り口

は多角形になる。その辺の数がもっとも多

いのは何角形か。

･つまずいている生徒を机間指導する。

●ンユ ミレーシコン

図形編ソフトでサ

ブメニューの操作

方法を説明する。

･生徒の反応や様子

を観察し，場合に

よっては指導する。

｡最初に考えた切断面と合っているかどうか

ワークシートに記録させる。

･立方体の切断面の

種類を発表し合い，

辺上の3点を決め

ればすべての平面

が表現できること

を確認する。

o生徒の発表の不十

分な点を，教師側

の画面を生徒の画

面に転送して確認

させる。

oサブメニューの「自由な切断」を用いて，
立方体の切断面にどんな図形ができるかを

いろいろと考えさせ，追加記録させる。

11 日田唾心 Ⅱ
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ま
と
め

6本時のまとめを聞く。 ･見通しを持って考

えることの大切さ

を押さえる。

o切断面についてどの

ように分析,観察し

たかまとめさせる。



不思議なてんびん（1年）

1 授業のねらい

数学の学習において特に計算問題では，単に答えが出ればよいという安易な考えから単調な作

業訓練に陥ってしまう場合がある。また，数学に苦手意識を持つ生徒のなかには，解こうとす

る意欲が持てなかったり，最初からできないとあきらめてしまったりする様子が見られる。

そこで， まず方程式をてんびんとしてとらえることで身近なものに感じさせ，課題に親しみを

持たせたい。そして， 「本当にそんなことができるのか｡」という疑問を抱かせ，生徒自らが追

求してみたいと感じる心を大事にしたい。また，考えていく過程に注目することで数字やてん

びんの状況の規則性を発見し，解決できるような発展的課題にも取り組ませたい。

指導計画ク

（1）方程式とその解…･……･…………………･…．．……･……………………3時間（本時3／3）

（2）方程式の解き方…………………………………･…………･…………･…3時間

（3）方程式の利用．．………………………･…･…………………………………4時間

（4）問 願……･…･…･…………･…………………･………･……………･2時間

開3展

－8－

学習内容と学習活動 指導上の留意点

1課題を構成する。

｡上皿てんびんではかるものの重さは変わっ

ていくので,文字xで表すことを確認する。

。上皿てんびんを提示しながら， ものの計量の

仕方に着目させ，課題を考えていけるように

する 。

・はかれるかどうかを予想させる。

《課題》次の3つのおもり (19, 39, 99)を使って

重さがはかれるだろうか。

， 19から13gまで, 19きざみの

19 39 99



4考 察

2クラスで実践したみたが，共通していえることは生徒の主体的な姿が見られたということで

ある。普段の授業ではなかなか興味をもたせることが難しい生徒もいきいきとした表情で課題

を考えている様子，数学に苦手意識を持つ生徒が友達と相談しながら，あきらめずに取り組ん

でいる様子に出あえたことは，私にとっても大きな励みとなった。教室のあちこちから「でき

た｡」「分かった｡」と興奮気味に喜ぶ声が聞こえ， とても明るい雰囲気で進んでいくのを感じた。

しかし，反省点もいくつか挙げられる。まずは，方程式の解から方程式をつくっていくという

ことで，課題の意味が理解しにくい生徒が多かったことである。そこで課題把握の時に例を2つ

してから班活動に移ってみるとかなり理解ができていた。次に，初めの課題では明るく和やか

な雰囲気で進んでいたのに，発展的な課題になったときに，行き詰まり投げやりになってしま

っている生徒が出てきたことである。4つ目に増やすおもりには自由な発想であてはめさせ，そ

の場合には何gまではかれるのかを考えさせるようにすればよかったのではないかと思った。そ

してそのなかでより重いものまではかれるものは何gかを考えさせれば， もっと多くの生徒が27g

を発見できたのではないかと反省している。今後さらに改善を加えていきたい。

参考文献平成11年度「選択数学の実践研究」 井村俊吾

(阿南第二中学校紅露友香）
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学習内容と学習活動 指導上の留意点

2 自力解決を進める。

・ワークシートに図をかいて考える。

。考えが進まなかったり，行き詰まってしま

ったりした場合は班で助け合う。

3解決の過程について発表する。

●

●

13gまでのはかり方について発表する。

3つのおもりだけで，はかれることを理解

する ◎

4学習のまとめをし，さらに発展的な場合に

ついて考えていく。

● 279のおもりがあれば,40gまではかれる

ことを確認する。

・それぞれの生徒が解決の考え方や方法につい

●

て見通しがもてるよう助言する。

個人・グループにより，それぞれの方法で解

決をめざすことができるよう個別指導する。

･発表された内容と自分の考えや方法と比較

し，似ているところや異なるところがあるこ

とに気づくようにする ◎

。あと何gのおもりがあれば，何gまではかれ

るのかについて，発見できるように支援

する 。



石取りケーム （1年）

1 授業のねらい

数学に苦手意識を持つ生徒は数多い。それは数学の特性に系統的なところがあり，習熟の程度

に差ができるとスタートラインが異なってくること， また抽象的な思考を伴い，学習内容と日

常生活を結びつけにくく，実感が得にくいことが考えられる。

そこで，習熟度でスタートラインに差が生じにくく， 「こんなところに数学が使われていたの

か｡」といった感動が味わえる課題を考え，数学に対する意欲・関心を向上させたい。

指導計画'

石取りケーム………………･……………．……………･……………………2時間（本時1／2）

開3展
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学習内容と学習活動 指導上の留意点

1 課題を把握する。

･班ごとに，ゲームをしてルール泰確か

める 。

2班の代表者によるゲームの対戦をする。

･班ごとに作戦を考える。

･作戦を見て気づいたことをワークシートに

記入する。

’

I

･教師が実際にゲームをして課題を理解さ

せる ◎

･ルールをしっかりと理解させる。

｡勝敗を予想しながら必勝法を考えさせる。

o対戦中は，試合の流れが分かるように， しっ

かりと見させる。

･勝者がどのような共通点を持っているかに気

づかせる ◎

ここに1～30までの番号がついた30個の石が並んでいます。この石を2人で交互に取り

合うケームです。

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑭⑮⑯⑰⑬⑲⑳⑳⑳⑳⑳⑳⑳⑳⑳⑳⑳

〔ルール〕 （1）番号の若い順に取っていく。

(2)一度に取れる石の個数は， 1個， 2個， 3個のいずれかである。

(3) 30番の石を取ったほうが勝ちとする。

〔課題〕 （1） このゲームに必勝法があるのだろうか。

(2)石の個数を変えて必勝法を考えよう。



(次時）

－《必勝法》

･最初にある石の個数が4n個のとき

･最初にある石の個数が4n以外のとき

自分が取った後, 4n個の石が残るようにする。

後手を選ぶ

先手を選ぶ

↓
↓

4考 察

石取りケームではルールを変えた方法がいくつか紹介されている。最後の1個を取った方が負

けの場合，番号の若い順に取っていくというルールをはずした場合，円筒上に石を並べる場合，

などがある。

参考文献平成10年度「選択数学の素材研究」

平成11年度「選択数学の実践研究」

吉田京子，村岡文英

岸田 正

(阿南第二中学校紅露友香）
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学習内容と学習活動 指導上の留意点

3必勝法を考察する。

･班ごとに意見をまとめ発表する。

4必勝法をまとめる。

oゲームに数学的な考え方が使われているこ

とを確認する。

･勝者の作戦には，規則性があることに気づか

せる ◎

･発表された内容と自分の考えを比較し，似て

●

いるところに気づかせる。

このゲームの規則性を理解させる。

学習内容と学習活動 指導上の留意点

1前時の復習をする。

2石の個数を変えて必勝法を見つける。

3必勝法の存在する問題を作る。

･前時のゲームが先手必勝のゲームだったこと

を確認させる。

･石の個数により，先手必勝の場合と後手必勝

の場合があることに気づかせる。

･問題例を示す。



たるの中のくぎは何本？（1年）

1 授業のねらい

私たちの身の回りには，関数関係という視点から見ることができるものがたくさんある。例え

ば，不動産屋の住宅紹介は「駅から歩いて1.5伽です｡」という表示より「駅から歩いて20分

です｡｣， という表示をしている。この場合は，距離ではなくその比例関係にある時間を表示す

ることでより感覚的に分かりやすくしているのである。このように，関数は日常生活のなかで

しばしば必要であり，有効に利用されていることがある。

そこで，身近に感じられ，ゲーム的要素を含み，多様な解き方ができる課題を設定した。そし

て関数を用いることの便利さやよさに気づかせたい。

指導計画ク

（1） ともなって変わる量………･…………･…･…･………………･…………･3時間

(2)E比例…………………．．……･…･……………･…･………･…………2時間

（3）課頴学習「たるの中のくぎは何本？」…………･…………………．．…1時間（本時）

（4） 箙比例のグラフ………･…………………………………………………･･4時間

（5）反比例とそのグラフ…………………………………….．…………･……4時間

（6）問 顕…･………………………………………………………………2時間

開3展
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学習内容と学習活動 指導上の留意点

1 課題を把握する。

2比例関係に着目して考える。

’

’

I

● くぎの大きさ，重さは全て同じであることに

注意させ，本数と重さの間に比例関係がある

ことに気づかせる。

《課題1》金物店の店先にくぎがいっぱい入っているたるがあった。太郎君は「すごい 1い

つたい何本入っているのかな？」と考えた。どんな方法で求められるだろうか。

《課題2》実際にはかってみると， くぎ10本の重さが59であった。また ，

ぎの重さは25gであった。たるの中のくぎの本数を求めてみよう。

たるの中のく



4考 察

身近で，生徒の興味・関心をひき，多様な見方ができる課題の設定は，生徒の自主性を引き出

し，問題を解決していこうとする態度に有効であることが分かった。また，課題3では，解き方

を指定していなかったにもかかわらず比例関係に目を付けて解こうとした生徒が多かったこと

は，課題2で様々な解き方を知るとともに，一般的な方法としては式を利用するほうが便利であ

ることをつかんだようである。

参考文献平成7年度「個を生かし， 自ら学ぶ力を育てる学習指導」 岸田恭子

(阿南第二中学校紅露友香）

－13－

学習内容と学習活動 指導上の留意点

･班ごとに計算し，発表する。

･比例の関係を確認する。

3比例の式を活用する。

･たるの中のくぎの数を能率よく求めるには，

課題2で出てきた方法のなかでも，どの方法

がよいか考える。

4 yがxに比例すれば, Xはyに反比例する

ことをつかむ

● xg

◎

のくぎの代金をy円としてxとyの関

係を式に表してみる。

’

I

･発表された内容と自分の考えを比較し，より

●

●

簡単で便利な方法を考えさせる。

y=axの式を用いると統一的な処理ができ

ることに気づかせる。

｢xがyに比例する｡」「yがxに比例する｡」

の2つともいえることに気づかせる。

《課題3》同じくぎの入ったたるが3個ある。それぞれ16kg, 211c, 28kgとなっていく

とき ， くぎの本数を求めよう。

《課題4》 くぎ159の代金が45円である。お客さんの中には, ｢200gください｡」と言う

人と「300円分ください｡」と言う人がいる。どちらの場合にも早く計算するには

どうすればよいか。



4つの数字を使ってできる数（1年）

1 授業のねらい

「数と式」に関する既習の知識を統合して，すべての生徒に意欲的に問題に取り組ませること

がねらいである。また，時間を十分に取り，グループ活動をさせる中で， 1つの数をつくるにも

複数の式が考えられることや，数というものの不思議さ，おもしろさに気づかせ，達成感を味

わわせたい。

指導計画ク

正の数，負の数学習後

「1から9までの4つの整数を使ってできる数」…･…………………．．…………………2時間（本時）

①1，2，7，8，の4つの数字を一度だけ使って， 1から10までの轄数季つくる

………･…………･……………………1時間

②1，2，7，8，以外の4つの数字を使って， 1から10までの整数表つくる………1時間

3展

本時十

開

－14－

学習内容と学習活動 指導上の留意点

1課題を把握する。

2各自で課題に取り組む。

3グループで考え,意見をまとめて発表する。

4次時の課題を確認する。

’

口
･ルールについての確認をさせる。

●
●

｢4つの数字の順番は変えてもよいか」

｢21や87などの数にしてもよいか」

｢指数は使ってもよいか」

｢分数・小数にしてもよいか」

などの質問にはクラスで考えさせる。

1つの例を発表させ，つくり方を確認させる。

1から10までの数がすべてできるかどうか

予想させ，意欲をもって取り組ませる。

。まだできていない者には，グループで協力し

て取り組ませる。

･同じ数でもいろいろな式ができることに気づ

かせる 0

1 7 2， 7 ， 8の4つの数字の間に四則計算やかっこなどを使って， 1から10までの整数

をつくることができるだろうか。ただし， 4つの数字はすべて一度だけ使うものとする。



本時÷

＜応用＞ ･同じ数字を4個使い， 1～10までの整数をつくる。

・自分の家の電話番号の4つの数字を使って， 1～10までの整数をつくる。

・4つの数字を負の数にかえてみる。

4考 察

・生徒たちはゲーム感覚で楽しく取り組んだ。しかし，ルールを決める時には厳格で，数字の

順番を変えることや指数を使うことは，すんなり認めたが， 21や87などにして使うというこ

とには， クイズみたいでいやという声が多かった。

・かっこの意味やはずし方についても考えることができた。

・式をつくる時に， 2－1＝1だから， 2－（8－7） ×1＝1， （8－7） ×2－1＝1と論理的

に考えて式とつくっている生徒もいた。また， 1， 3， 5， 9を使って10をつくろうとしてい

た生徒は， 9＋1(3+5） ＝10という式を考え出した。生徒の発想の豊かさには驚かされた。 （3

年生で， 「平方根｣を学習した後に考えさせれば，もっと多様な考え方もでてくると予想される｡）

参考文献平成8年度「個性を生かし自ら学ぶ力を育てる学習指導」 川真田摂弥

(阿波中学校佐川佳織）

－15－

学習内容と学習活動 指導上の留意点

1課題を把握する。

2各自で課題に取り組む。

3 グループで考え,意見をまとめて発表する。

4 まとめをする。

’

･前時の内容を思い出させる。

o時間を十分に取って考えさせる。

● 早くできた者は他の4つの数字でも考えさ

せる 。

･できるだけ多くの者に発表させる。

1， 2， 7， 8

だろうか。

， の4つの数字でも同じように， 1から10までの整数をつくることができる



点を結んでできる図形の面積（1年）

1 授業のねらい

本課題は，題材として「ビックの定理」を取り上げた。生徒たちはこれまでに図形領域におい

て図形の考察をしたり，求積公式を用いて多角形の面積を求める学習をしてきている。

ここでは，格子点を結んでできる図形の面積は，その内部や辺上の点の数を数えれば求められ

るということを学習しながら，図形の面積を違った角度からとらえ，数学の持つ豊かさ，おも

しろさを生徒自身が感じ取れるような学習をさせたい。

本単元では，具体的な操作活動やグループ学習を取り入れながら，格子点と面積の関係を表や

式に表すことを通して，関数的な見方ができる能力を育てることをねらいとした。

指導計画ク

3時間変化と対応の学習後「点を結んでできる図形の面積｣………･………．

（1）面積の等しい図形の共通点を探す…………･………･………………1／3時間

（2）格子点の数と図形の面積の関係を見つける………･………………2／3時間（本時）

（3） ビックの忘理表使って面積を求める．………………･………………3／3時間

開3展

（2時間目）

－16－

学習内容と学習活動 指導上の留意点

1課題を把握する。

2図をかき，表を作って,規則性を見つける。

・内部の点が1個の場合について考える。

’

‐
･既習事項を確認し課題を把握させる。

o内部の点の数がいろいろあるとその表から規

則性は見つけにくいので，内部の点を固定し

て考えさせる。

･規則性が見つけやすいように，辺上の点の数

がだんだん増していくように表を作らせる。

･図形の面積と格子点の数が正比例の関係

(y
I■■■■■

一

1
－

2
x)になることに気づかせる。

格子点の数と図形の面積の関係を見つけよう



＜ワークシート＞

（1時間目） （2時間目）
且をはんでできる■形の面積 血を麓んでできる図形の■■

いくつかの侭からきまりを見つける 氏名 ， いくつかの侭から倉まりを見つける 氏名

爾霊雲霞震雲罰讓塗篭雲塞鑿
■ ■

● ｡

念

■■画■五画■■~■丘。■■■画ﾛ■■■■■刀
図上の色 ■■■■■■I■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■ ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

④③① ②

1． 函画が0． 5の因形をかいてみよう
● ● ● ● ● ● ● の ● ■ ● ● の ● ● ● ● ●

ｰ ● － ● ● ● ● ｡ ● ● ● ● ● ● ● ｡ ● ●

‐ ● ● ■ ● ■ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ■ ● ●

－ ● ● e ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

Z 西覆が1の図形をかいてみよう

｢雫－－1 ．‘:洲舞院．
5 方■優に宣包の旦望qpの田冠をか

｢"謬一司溌蕊蕊I
6 方■優僖血包・旦望qpの田冠をか

ろ団遍で．画上の豆の ■堀そ とす

その宙■を求めてみよう。
－ ■ ■ ■ ■ ● ■ ● ● ● ●

き
、 ● ● ● 争 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● q

● ● ● ● ● ● ● ｡ ● ● ● ● ● ゅ ● ● ｡ d

▲ ● ● ｡ ｡ ● ● ● ■ ● ● ● ● ● ● ● ● I

Q ● ● ● ● Q ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ■ 』

｡ ｡ ロ ■ 守 口 ● ●

● ｡ ｡ ● ● ● ｡ ｡ ● ● ■ 寺 p ■ ロ マ 守 寺

3 顧曽夢1． 5の国必盈かいてみよう
● ● ｡ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 、 ● G ●

ロ ● ● ● ● ｡ ● ● ， ● ● ● ● ■ ● ● ● ●

● ● ● ● ｡ ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ｡ ● ●

4 画画鋲2の侭形をかいてみよう
－ ● ● ｡ ● ● ● ● ● ● ● □ ● の ● ｡ ● ●

に
に

｡ ● ● ● ● ●

一一一．‐凸今生全9 ．畠 f調卜の臼のご韻心左い■にかこう）
5

の丘をx、爾預をyとして■係を負ぺてみよ6 内■の良の彼がO■のと色辺上の戴

4考 察

・辺上の点の数と面積が正比例の関係になるときは，ほとんどの生徒が規則性を発見できてい

たが一次関数の関係になるときは難しかったようである。

・1年生の変化と対応の学習後に行ったが， 2年生の一次関数の導入時に行っても取り組みやす

い課題になるのではないかと思う。

参考文献 「数学科課題学習の教材集」明治図書

平成9年度「個を生かし自ら学ぶ力を育てる学習指導」 川井茂美

(阿波中学校佐川佳織）

－17－

学習内容と学習活動 指導上の留意点

･内部の点が0個の場合について考える。

3本時のまとめをする。

● 面積の小さい図をかいて考えさせる。

o班の中でいろいろと意見を出し合わせながら

規則性を考えさせる。

･図形の面積と格子点の数がどのような式にな

るか予想させる。

oいままで学んできたことを利用するよさを気

づかせる ◎

･次時の予告をし，意欲づけをする。

の ② ③ ④ ⑤ ⑧ ⑦ ⑪ ③ ●

遡上の且

固■



魔方陣をつくってみよう （1年）

1 授業のねらい

魔方陣の仕組みを知り，生徒一人一人が興味・関心を持ってそれに取り組む過程で，筋道を立

てて考えることのよさを味わうことができる。

2指導計画及び授業の展開

－18－

学習内容と学習活動 指導上の留意点

1 内容について知る。 ’

・魔方陣の定義を知る。

・魔方陣（3×3）を作成する。

2魔方陣（4×4）を作成する。

・1～16までのカードを配り並べる。

3前時のカードを並べたのをワークシートに

まとめる。

4作成した魔方陣の答え合わせをし，3方陣，

4方陣の特徴について話し合う。

5魔方陣（3×3)， （4×4）の作成方法，法

則について考察を深める。

6作成方法・法則についてまとめる。

・自己評価をする。

魔方陣の作成と法則性の追求



魔方陣(MagicSquare)4×4に挑戦！魔方陣(MagicSquare) 3×3に挑戦！

挑戦問題

下の図の空所に0～9までの数字を1つずつ入れ,三

角形の各辺と横線上の数字の和が，どれも等しくな
るようにしてみよう。

○三瀞

■ヒント魔方陣の変形版（三角陣？）です。

和を決めるところが難しいでしょう。

なお,和は1つではありませんが， 1つの

場合ができていれば結構です。

P
*考え方，工夫したことを書いてください。

、
○
○
Ｃ

Ｏ
Ｑ
○
ｑ
ｑ
Ｑ
Ｏ
Ｑ
ｏ

Ｑ
Ｏ
‐
っ
か

3考 察

・数字の与えられた魔方陣の空欄を埋める問題ではなく， 自分ですべて完成させるということ

で意欲的に取り組めた。

・最初は適当に数をはめていたが，次第に3つの数の合計が15になればいいことに気づいた。

参考文献平成11年度「選択数学の実践研究」 吉田温子

（阿波中学校佐川佳織）

－19－

課題：1から9までの自然数を1回だけ使って3×3

の魔方陣を完成させよう。

自由に書いてみよう

完成！ （これが3×3の魔方陣だ）

● 作り方，
したこと

考え方などの工夫

r扉一題T戻

課題：1から16までの自然数を1回だけ使って4×

4の魔方陣を完成させよう。

自由に書いてみよう

完成！ （これが4×4の魔方陣だ）

･作り方，
したこと

考え方などの工夫

「年一題T戻茗－－



一筆書きの秘密（1年）

1 授業のねらい

「雑誌で一筆書きできるものはどれか」という問題を見かけたことがある。この問題では，実

際に試行錯誤を繰り返すことによって一筆書きできるかどうかを確かめることが多い。そこで，

いくつかの図形を一筆書きできるものとできないものに分類し，その違いに気づかせるととも

に， そのために必要な条件は何かを理解させたい。その際，ある町に住む人たちが一見簡単で

興味深い問題の解決に「町中燃えに燃えた」と言うおもしろい話をぜひ取りあげたい。ケーニ

ヒスベルクの7つの橋の問題である。「町を流れるブリューゲル川にかかっている七つの橋を，全

部， しかもただ一回ずつ渡ってもとの場所に帰れるか｡」という明瞭な問題である。大人から子

どもまで挑戦したという。このような日常のなにげないクイズの中に数学的なルールがあるこ

とを発見することで図形に対する興味・関心も高まっていく。

指導計画ク

ー筆書きの秘密をさぐる……･…･……………………．．…･……1時間

開3展

▽▽

－20－

学習内容と学習活動 指導上の留意点

1 ケーニヒスベルクの七つの橋問題を話題に

取り上げ，本時の学習課題を把握する。

2一筆書きできるものとできないものに分類

しそれぞれの共通点を考える。

’

’

･橋の問題が一筆書きであることを説明する。

･意見の分かれた問題についてはいろいろ考え

させ，始点がどこだったか確認する。

問題下図の各図形は同じ線を二度とおることなく一筆で書けるだろうか。

／

I
／~、

、_ノ

1 2 3 4

5 6 7 8

､

ノ

〈



4考 察

ケーニヒスベルクの七つの橋の問題を話すと興味をおこし，どの生徒も一生懸命に考えた。そ

のうち，生徒は解けないのではないかと言い出す。しかし教師は解けないのには理由があるは

ずだとさらに考えさせる。実はその理由を見つけたのはこの町出身のオイラーとい人だよと話

をすると，一筆書きの秘密を探ろうと乗り気になってきた。2年生で授業してみると，線の数で

決まるものじゃないか，面の数じゃないか，点の数じゃないかと，図形の基本である線，面，点

の3つが出て来て1年でならった図形の知識が身についていると感じた。また，奇数偶数じゃな

いか，点から出る線の数じゃないかとまで目をむけた答えはでてこなかった。 1年生でしたとき

は， まだ，図形の授業をしてなかったので点，面，線と言う言葉は出て来なかったが，できる

場合のいろいろなルートがあると自分のやり方を熱心に出し合い楽しい授業ができた。また，だ

いたい分かっていた生徒がいたので最後に説明させたが，教師の説明より熱心に聞いていた。2

クラスで授業してみたが，どちらも秘密はなかなか発見できなかったので， こちらで答えた。原

因として展開の3のところが丁寧にできてなかったとも考えらえるが， 3つの場合を比べるのは

すこし難しいようである。

＜生徒感想＞

。すごく難しかった。通る道がすぐになくなって何度もやりなおしたけど，できそうででき

なかった。

。考えているとなんだか腹が立ってきた。簡単そうでむつかしかった。

。まさか決まったルールがあるなんて驚きました。分かったときはうれしかった。むつちや

疲れた。でもおもしろかったです。こんな問題ならいっぱいしたいです。

oオイラーはよく見つけられたもんだと思う。

参考文献 「数学の玉手箱」ナビギン(東京図書株式会社） 1990年10月25日新装第1刷発行

平成10年度「選択数学の素材研究」 荒井俊輔

(池田中学校上田美恵）

－21－

学習内容と学習活動 指導上の留意点

3一筆書きできるものの中には，始点の場所

を指定しなくてもよいものと指定しなければ

ならないものがあることを理解する。

4一筆書きの秘密についてまとめる。

･一つ一つの点で一筆書きできるかできないか

確かめさせる。

･偶点の場合は，入る道と出る道がつねにペア

にできているから出入りが自由である。

･奇点の場合は，入る道と出る道の数があわな

いから出発点か終点にしなければならない。



タングラムで遊ぼう （1年）

1 授業のねらい

タングラム(Tangram)とは, 7枚の板でつくられた中国のおもちゃで知恵の板である。今

からおよそ200年ほど前（1800年）中国で生まれ， ヨーロッパで伝えられて爆発的に流行した，

有名なパズルである。また， 日本でも清少納言の知恵の板と呼ばれるものやナポレオンがやっ

たであろうパズル，お店などで売られている十字架パズルI, Ⅱなどがある。このようなタン

グラムのふしぎやおもしろさに触れることで，図形に対し苦手意識をもっている生徒にも興味

や関心をもたせることができる。また，図形を学習するにあたって， このような操作活動は基

本的な平面図形の特徴を体感させることにもなる。

指導計画ク

タングラムで遊ぼう･･･…………･………………………･………1時間（準備のり，はさみ）

開3展

－22－

学習内容と学習活動 指導上の留意点

1本時の学習課題を把握する。

2

3

’

’

・タングラムについて話す。

･図形の移動で面積の等しい図形になることを

知らせる。

《チャレンジNul》

(1) タングラムの太線を切り取り， 3枚の直角三角形に分ける。

(2) これを組み合わせて，次の図形を順番につくってみましょう

正方形→長方形→直角三角形→台形→平行四辺形

◎

《チャレンジNq2》

(1)細線も切り取り， 7枚の部分に

分ける。

(2) これらをすべて使って，次の12

個の図形に挑戦しましょう。どこ

から行ってもかまいません。制限

時間は20分間です。

①長方形 ②五角形 ③六角形

④白鳥 ⑤聖火台 ⑥青春時代



璽蔓職

4考 察

1時間でなんとか終わらせることができたが， 2時間使っても良かったと思う。時間をかける

ともう少し見通しを持って取り組めるようになるので図形に対する数学的な考え方が育つと思

われる。チャレンジ2は問題を入れ替えても良いと思う。チャレンジ3は，意欲的に取り組んで

くれた。しかし作品の中には， 7つの紙片をバラバラにした「顔」「おでん」といったものもあ

り， 1つに組み合わせるように指導すれば良かったと思う。タングラムの紙はいろいろな色の色

画用紙を使って楽しくなるようにした。そのほか，選択学習などでたっぷり時間が取れる場合

は，オリジナルタングラムを自分で作らせても良い。

参考文献 「観察・実験を取り入れる数学の授業」 渋谷 久（明治図書）

「中学校数学科課題学習・選択学習の事例集」 根本 博（明治図書）

平成10年度「選択数学の素材研究」 十川富博

（池田中学校上田美恵）
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学習内容と学習活動 指導上の留意点

4

I

’

●
●
太線を切るとき,まちがわないよう気をつける。

7つの紙片の形や性質をよく見て始めるよう

助言する。

・自由に発想させ，お互い発表し合う。

⑦ムササビマン ⑧山 ⑨家 ⑩箱の中のちよう⑪アーケード⑫ヨット

△乙全△ 国

《チャレンジNu3》

最後に7枚を組み合わせて，オリジンナルの

作品をつくってみましょう。作品名も考え，作

品出展用紙にはり，出展してください。

ルーブル美術館所蔵展

ルーアル艮臼甸局瓜且のご食内

拝啓、皆繊におかれ裏しては．運勧
や勉萱にと汗水たらして励んでいらつ
しやることと存じます

さて、このたび、ルーブル典婿箆の

ご圃力を禺璽して、 『ザ・タングラム』
を興侭Tることになり玄した．21置妃
腫活魔が鳳侍さnも所逐虹厘な西京た
ちの史ぶしいばかりの作品をそろえ裏
し廷

管圃にはご多忙の街、陳に恐掴とは

存じ史すが、なにとぞ近瞬お厨い合わ

せのうえお尾し下さい量すようご裏内
申し.1.け史丁．

徹具

と 倉 平成 年 月 Bから

一一月二日まで

ところ
一

入■肩魚料

中学校

1年 阻倣室
－

●この、■やu■軍■”大丘且■いEし■Tので

臼■で釘■し唾ご通■■い■す．

ルーブル興惰箆箆長
慨r・ タングヲム

向纂8

Ⅱ 甲 つ年■－－－－－－－－一ﾛｰﾏ甲 ● ●

同己



カライドサイクルを作ろう （1年）

1 授業のねらい

普段の数学の授業では生徒が模型作りなどの活動をすることはごく少ない。進度の都合で時間

がとれなかったりするからだ。 しかし模型を作ることでより深く考えたり，数学への興味・関

心を引き起こしたりすることができる。立方体の模型を作って実際に切りながら切断面の形を

考えるなど，問題を解決するために模型を作ることも考えられるが，教科書の内容にとらわれ

る必要のない選択数学では，模型作りを目的とすることで，生徒が課題に没頭し，空間図形に

ついての意識を深めていくことをねらいとする方がふさわしいように思う。ここでカライドサ

イクルを取り上げたのは，面に色を塗ったり絵を描いたりして，回転させた時にきれいな模様

になるように工夫されることで， ただの立体模型よりも生徒の興味をひきつけ，面と面との関

係についてなど， より深い理解を図ることができると考えたからである。また，何度回しても

ねじれないことなど，生徒に自分でそのしくみを解明したいと思わせるような魅力的な題材で

あると思う。

カライドサイクルとは， いくつかの四面体でできた三次元のリングでリングは中心から回転さ

せることができる。そして回転させるごとに形状が変化し， 5回転するともとの形状に戻り， そ

れを繰り返すことができる。 リングは四面体を6個以上の輪の形につなげなければ回転させるこ

とはできない。下図のように正四面体を8列に敷き詰めたものを展開図を折っていき，端と端と

をつなげて輪の形にするとできる。四面体の形や数をいろいろ変えてもおもしろい。

(展開図の例）
--‐ 山折り 一-－一谷折り 切取線

のり｜しみ
、、 ｜／

の'ﾉ|(み
～｜〆

のり ； （ら
、 h グ

~紫与に染ず郡ン ＝ご響權‐
=〆 、 ’ ／ 、 ’ ／／ 、､>KI =*､ | _>f､ | /=し 、、、、 ＞K ｜ ＞k〃 〆.／
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指導計画ク

（1）正多面体を作ろう｡………………………………………………………………1時間

（2） カライドサイクル春作ろう。………･………………………･…………………4時間

開3展

4考 察

空間図形の苦手な生徒も色を工夫して塗るなど，興味・関心をもって取り組めると思う。でき

あがってから色を塗るなら，絵を描かせてもいい。得意な生徒には違う展開図を考えさせて作

らせてもいい。

四面体をすぐに作ることができるように，カライドサイクルを作る前に正多面体を作る時間を

1時間とっているが， これは必要ないかもしれない。

参考文献 「遊びの博物誌2」 坂根巖夫（朝日文庫）

平成11年度「選択数学の実践研究」 杉谷 操

(池田中学校上田美恵）

－25－

学習内容と学習活動 指導上の留意点（☆は評価）

1 カライドサイクルとは

何かを知る。

2 どの方法で作るかを決

め，展開を考える。

3展開図を書いて， カラ

イドサイクルを作る。

展開図に色を塗る。

(ここで2時間必要）

4お互いの作品を鑑賞し

工夫した点や感想などを

発表する。

･用意した模型をいくつか見せ,実際に手に取って確かめさせる。

ここで十分に時間をとり，関心をもたせる。

☆四面体の連なりでできていることに気づいたか。 （考え方）

･展開図の例を知らせる。

･四面体の数や形を変えることでいろいろな種類ができることを

知らせる。

☆四面体の展開図を考えることができたか。 （知識・理解）

☆集中して取り組んでいたか。 （意欲・態度）

・コンパスの先などで折り目を入れるときれいにできることを知

らせる。

･苦手な生徒には，できあがってから色を塗らせてもいいことに

する ◎

☆できあがりを考えて色の配色を工夫できたか（知識・理解）

･作業後のかたづけをきちんとすることや，忘れ物がないように

徹底させる。

･互いの作品のよさを感じ取らせる。



マッチ棒を使って（2年）

1 授業のねらい

関数的な考え方を身につけていくために，実際にマッチ棒を使って，

（1） マッチ棒をいろいろな形にならべ，その規則性を見いだす。

（2）課題の解決に興味をもち，意欲的に活動する。

指導計画ク

（1） 一・次関数…………･……………･……･………………………………･……………2時間

（2）一次関数のグラフ……………………………………………………………………4時間

（3）一次関数の式を求めること…………………………………………………………3時間

（4）一次関数を使って｡………………………………･…･………………………………4時間

（5） マッチ棒を使って………………………………･……･…………………………･…2時間（本時）

開3展

本時÷

I I－
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学習内容と学習活動 指導上の留意点

1本時の学習課題を把握する。

2正方形の数とマッチ棒の数の関係を調べる。

3調べたことを発表する。

’ ･本時の学習目標を知らせる。

・どのような考え方をしているか把握する。

・いろいろな考え方のあることに気づかせる。

･式の求め方を確認させる。

･正方形の数とマッチ棒の数の関係が一次関数

の式に表せることを確認させる。

マッチ棒を下の図のように，正方形が横にできるように並べて，正方形をx個作った

このとき，使ったマッチ棒の本数を求めよ。

● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ●

◎



本時÷

4考 察

(本時÷）
変わっていく量（変数）と変わらない量（定数）を図の中で見つけると，

ア4+3(x-1) /r l+3x ウ4x-(x-1)

¥2+2x+(x-1) J- (x+1)+2x

などがある。また，一次関数の学習の後なので，正方形の数，マッチ棒の数の2変数を見つけて

表を作り, y=ax+bの式を求める方法もある。アーオの式も最終的には, 3x+1になる。し

かし，早く答を求めるだけでなく，定数，変数を使って， いろいろと考えることで次の学習に

結びつけることができたと思う。

（本時÷）
マッチ棒という具体的な事象を使う作業によって，変わっていく量を見つけやすく，また，興

味を持って取り組むことができ，自由な発想で，絵や文字，立体と発展させた。週2時間あるテ

ィーム・ティーチングの時間を使ってこの課題学習を行ったが，一人一人により多く対応でき

たことで生徒の意欲が高まった。また，生徒どうしで話し合いながら進んで学習に取り組めた。

今度は頂点の数，面積，周の長さなど，多様な変数をみつけて作ることも指導できたらと思う。

また， 3年生になって二次関数の学習のときに， もう一度考えさせてみたい。

参考文献平成7年度「個を生かし， 自ら学ぶ力を育てる学習指導の実践研究」鈴木賀代合

(石井中学校西浦陽子）
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学習内容と学習活動 指導上の留意点

1本時の学習課題を把握する。

2マッチ棒を使って，問題作りをして，関係

を式に表すことができるか考える。
6

3グループごとに発表する。

4関係を式に表せなかった問題について考え

てみる。

’ ･本時の学習目標を知らせる。
号 今

・どのような考え方があるか把握する。

・いろいろな問題を作れることに気づかせる。

･何を変数x,yと置いているか明確にさせる。

･多様な考え方のあることに気づかせる。

o式の求め方を確認させる。

● 一次関数の式で表せない場合のあることを知

らせる。

マッチ棒を使った問題を作ってみよう。

また，できた問題を式に表してみよう。



規則性を見つけよう(2年）

学年が進むにつれて，数学に苦手意識を持つ生徒が増え，少し考えればできる問題に対してで

さえ，最初からできないとあきらめたり〃問題にねばり強く向き合わなかったりする姿が多く

なってきている現状がある。

そこで，無味乾燥な印象がある抽象的な文字だけの問題ではなく，具体物を使って興味や関心
、 1

を引くゲーム的なものから入っていけるよう問題を工夫し，文字化・形式化に関しても意欲を

持って取り組めるようにしたい｡-

身近な数学的な事柄に関心を持たせｩそれをもとに推理し，そこから規則性や法則性を発見し

ていくという思考力や発想力を養いたい。

また，いろいろな方向から解いていけることに気付かせ，根気強く問題に取り組み，数学的に

処理したり，表現したりできる力を付けたい。

指導計画ク

（1） カレンダーの数字を使った問題…….．……………………………………………1時間

（2）規則的に並べられた自然数の問顕……………･……………………………･……1時間

（3）規則的に並べられた碁石やおはじきの問頴……………………………………･1時間

（4）規則的に並べられたマヅチ棒の問題………･………･……………………………1時間

（5）規則的に並べられた図形の問頴…．．………………………………………………1時間（本時）

開3展

淵影

右の図の

せた図死

図形の正

,黄の色

正方形の

順に交西

戸〃､やh

右の図の

せた図死

図形の正

,黄の色

正方形の

順に交西

戸〃､やh

/余、／書き農、／金、／舎、/余、／書き農、／金、／舎、

門
グ
門
グ

碆目の図形からIIF

;湾えなさい、

碆目の図形から11幅

;湾えなさい、

ロー＋怯灯ロー＋怯灯
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学習内容と学習活動 指導上の留意店



外の考ン
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4考 察

根気よく並べて書いてみれば答えに到達できる， ということが，やる気を起こさせるようで，

数学に対して，あきらめたり意欲を減退させたりしている生徒に，前向きな姿勢が見られ，充

実感や達成感が少し味わえたようである。

規則性をつかむものの，肝心である数式化，文字化をするところで戸惑う生徒がやはりまだ少

なからずいる。そういう生徒への適切なアドバイスを検討する必要がある。

いろいろな解き方ができるということは， 自分なりの工夫をしたり，解き方をいろいろ試して

みたりして，他人とは違う方法を見つけることで， 自分の力をアピールできる機会なので， 自

主的・積極的な態度で臨む生徒が見られた。

参考文献 「入試に出た新傾向問題集シリーズ」明治図書

平成11年度「選択数学の実践研究」 山口智恵子

(石井中学校西浦陽子）
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学習内容と学習活動 指導上の留意点



長方形を5等分しよう（2年）

1 授業のねらい

第1学年における図形の調べ方では，実験や実測，作図の手順，対称性や回転などの方法によ

って，演鐸的推論が使われているが，第2学年では，図形の証明として，一貫した推論を組み立

てていくことになる。紙を折ることによって，長方形の1辺を5等分することは， 1年の図形の

調べ方から， 2年の図形の証明へと導くことのできる題材である。

証明は不得意でも， クイズやパズルなどには，熱心に取り組む生徒は多い。そこで，折り紙を

使って多様な考え方を導きだし，生徒の予想を重視し，生徒の疑問を課題意識に発展させ，なぜ

そうなるのだろうかという疑問から証明の必要性を認識させたい。

「相似な三角形の対応する辺の比が等しい」ことだけでなく， 「三角形の1つの内角の二等分線

は， この角に対する辺を， この角をはさむ2辺の比に内分する」ことを使って， 5等分点を見つ

けるなど，多様な考え方が期待できる。

2指導計画

「図形と相似」の学習終了後

相似な図形の性質を使って，長方形を5等分すること･………………2時間

開3展

本時告

－32－

学習内容と学習活動 指導上の留意点

序－－－－－－－_________"L識壁皇奴に貼る。1課題を把握する。

｜ 長方形の辺の長さを測らず,FRI ・前時までの学習内容を確認し，

ＩｌｌＯ

Ｉ
１
１
１
０
０
１
１
I

I

I

I

I

O

L

右の図のように5等分するには

どうすればよいでしょう。

この用紙を折って考えまし
”

よつ

－1■■

2

◎

－1■■ニニーーー一一一 ，■■一一ー一一ーー一一一一一一一Ⅱ■■ 1■■ーー，■■一一一ー－－－ー一一1■■ I■■ 1■■－1■■ 1■■ー

長方形の紙を折って， 5等分する方法を考
える 。

０
０
１
８
１
１
１
１

１
１
１
１
１
０
1

－一一一一一ー一一一一I■■ l■■4■■

学習したことを活用できない

かどうかを考えさせる。

･見通しを持って取り組むよう

指示する。

･用紙を5等分することができた生徒は，その

●

理由を考えさせる。

5等分する方法が見つけられない生徒には，

相似な三角形を作るよう個別に指導する。

。できるだけ多くの方法を見つけ出させる。

･相似な図形の作り方の違いだけでなく「三角
形の1つの内角の二等分線は， この角に対す

る辺をこの角をはさむ2辺の比に内分する」
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させる。
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本時÷

4考 察

見通しを持たず長方形の用紙を折って試行錯誤しても，ほとんどの生徒が5等分する方法を見

つけ出すことができなかった。そこで，別のクラスでは，まず学習内容を復習し，それらを活用

することができないかどうかを考えさせたところ，下のアーカの方法を見つけ出すことができた。

さらに， 「三角形の1つの内角の二等分線は， この角に対する辺を， この角をはさむ2辺の比に

内分する」ことを使って5等分する方法を考えさせたところ，約半数の生徒が下のキ， クの方法

を見つけ出した。操作活動の時間が20分間と短かったものの，多様な考え方を生徒から引き出

すことができた。また，論理的な裏付けとしての「証明」の必要性を認識することだけでなく，

「成り立つことが明らかにされていることがら」である「定理」の有用性を体感させることがで

きたと思われる。

"比評 ｡驚襟言≦ ､柵f謡"篭醤≦厩刀
謙鏡紳誇瀧喜 ”簿螺鯛塞瀧÷肉欝謝簔豐鍛縄』‘ ′拝診謝轆雲溌

隔訂 蔭菫壺］ F－1 便－1
参考文献 「折り紙と数学」 堀井洋子 （明治図書）
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学習内容と学習活動 指導上の留意点

3 5等分する方法を発表する。

4辺上の点が5等分点であることを証明する。

5自己評価と感想を書く。

。様々な考え方を聞き，

･紙の折り方だけでなく，

●

考えを深めさせる。

最終的な折り線を示
して5等分できる理由を説明させる。

まず，自分の見つけ出した方法における仮定
と結論を明確にしてから，その方法が正しい
ことを証明させる。

･生徒の見つけ出した方法を例としてとり上
げ，黒板に図をかいて記号をつけた後，仮定
と結論を明確にする。

o証明が終わった生徒は，他の方法についても

●

証明するよう指示する。

5等分する方法を見つけ出すことができたか
どうかだけでなく，友達のさまざまな考え方
が理解できたかどうかについて考えさせる。



図形の問題を作ってみよう（2年）

1 授業のねらい

数学の授業では，あらかじめ与えられた問題を解くことが多い。しかし，生徒が自分で問題を

作成するような学習をさせることは，学習内容に対する問題意識を深めたり，学習内容について

一層広い理解を図ったりする上で， きわめて有意義である。また，生徒の探求心を育て創造性を

培うことにもなると思う。そして， 2年生での図形の学習が終わった段階であるので，図形の総

合学習としても，位置付けることができる。

生徒の中には，数学，特に図形の苦手な生徒が多いが，すべての生徒が自由な発想で，主体的

に問題作りに取り組めることをねらいとした。

指導計画'

「図形と相似｣終了後｢図形の問題を作ってみよう｣………………･…2時間(本時÷）
（1）図形の問題を作ってみよう．…･…………………………………･………1時間

（2）作った問題を解いてみよう………………………………………………1時間

3展 開

’ ’ ’

I
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、~、

学習内容と学習活動 指導上の留意点

問図のように，線分AB上にCをとる。AC,BCをそれぞれ一辺とする正三角形ACD,正

三角形CBEを同じ側に作る。AEとCDの交点をF,AEとBDの交点をG, BDとCEの

交点をHとする。AC ＝ 12cm, BC=6cmのとき，次の問いに答えなさい。

，

A C B



4考 察

まず，問題を作るということは，かなり高度なことであるということを実感した。特に，図形

領域の内容だったので， とつつきにくかったのかもしれない。できるだけたくさんの問題が作れ

るようにと思い，プリントのような図を使ったが，他にもっと適当な図があったのかもしれない。

また，今までに問題を作らせるということを試みたことがなかったので，戸惑ってどうしてよ

いか分からない生徒もいた。この課題学習をする前に， もう少し簡単な，生徒にとって作りやす

い課題をやっておくべきだったと反省している。

しかし，生徒の中には意欲的な取り組み，問題の質は別として， 15問ぐらい作った生徒もい

た。そのまま何かのテスト問題にでも出題できそうな， なかなかおもしろい問題もあった。

次時では，生徒の作った問題の中からいくつか選んで，プリントを配布し， 自分たちの作った

問題を自分たちで解くという時間を設定した。問題の中には，難しい問題もあったが，全体的に

意欲的に取り組めていたように思う。

参考文献平成9年度「個を生かし， 自ら学ぶ力を育てる学習指導」 徳永啓年

「指導書中学2年第2部詳説」 （啓林館）

(上勝中学校北田雅哉）

－35－

学習内容と学習活動 指導上の留意点

･AACE=ADCBを証明せよ。
● DF:FCを最も簡単な整数の比で表せ。

図を使 つ

課 題

て問題を作 ~つ てみよ
戸

つ

2問題を解く。

。△ACE=ADCBを証明せよ。

● DF:FCを最も簡単な整数の比で表せ。

3問題を作る。
● 近くの生徒と話し合う。

。答えも考えてみる。

･教師が与えた問題を解かせる。

･問題例を示す。

o問題作りのヒントを与える。

(合同や相似の証明,線分の長さを求める，角

度を求める問題など）



2点間を往復しよう （2年）

1 授業のねらい

一次関数は身近な所でよく利用されている。その代表的なものとしてダイヤグラムが取り上げ
られる。実際の列車は，加速や減速を繰り返してはいるが，おおまかには一定の速さで進行して
いるとみなすと，発駅からの距離は時間の一次関数である。そこで， この課題は2点間を往復す

る点について考え，点の動く速さがグラフにどのように表されるかをつかみ，最終的にはダイヤ
グラムを作ることにより，一次関数の活用について理解を深めたい。

（1）興味や関心を持って，意欲的に取り組むことができる。

（2）問題をつくり解決することによって，関数に対する見方・考え方を深める。

（3）一次関数についての知識や理解を深める。

指導計画ク

「一次関数」「二元一次方程式とグラフ」学習後

課頴学習「2点間を往復しよう」…･………………………･…･…………･1時間（本時）

「ダイヤグラムを作ろう」…･…･…･……………………………1時間

開3展

’ ’
一(同宋題上ノ

長さ40cmの線分AB

の動く速さが毎秒4cmO

(点PがAを出発してか

くのは20秒までとする‘

(1)点Pの様子をグラフ

(2)点Qは毎秒8cmの迩

占Oの朧ヱ券一 占Pa

躍り返しf土仮

次の借

量P－ Qカミ電4P間の腓 ，

量Pと'百1時に点A零．出現 深り返し{土候

I ’の1フ
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学習内容と学習活動 指導上の留意点



4考 察

・点の動きをいろいろ変えていくうちに，点が動く速さとグラフの傾きとの関係をつかむこと

ができた。

oP,Qの直線の式の傾きは,AからBへ動く時は正であり,BからAへ動く時は負であること

をとらえることができた。

・文章問題でよく使われる「出会う」「追いつく」というものがグラフを通して分かったという

感想がかなりあった。

。 「条件を変える」課題作りのA～Cコースでは， もう少し自由にした方がよかった。

・生徒の発想の豊かさや考える力を伸ばしたり，発揮できたりする授業を提示することの大切

さを感じた。

。 「一次関数には抵抗があったが， この授業は楽しくできた｡」「数学が生活の中に生かされて

いることに気づいた｡」という感想からも，毎日の授業について教師の創意と工夫の大切さ

を感じた。

参考文献平成9年度「個を生かし， 自ら学ぶ力を育てる学習指導」 森邦子

(上勝中学校北田雅哉）
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学習内容と学習活動 指導上の留意点

2 (課題2）点Qの条件を変えてみよう。

。変えてみたい条件について話し合う。

3 自分が取り組みたい課題を選択し，解決

する ◎

。Aコース点Qの速さを変える。

。Bコース点Qの動く長さを変える。

。cコース点Qの出発点を変える。

o自由コース

4課題と課題解決について発表する。

● 各自 ， 自由な発想で考えさせる。

o興味を持って選択したコースで課題を解決で

きるようにする。

･多様な考え方ができるようにする ◎

。できればグラフの式を求めさせる。

･到達度に応じた指導をする。

･各コースから課題を取り上げる。



めざせ！ タイル・デザイナー（2年）

1 授業のねらい

学年が進むにつれ，生徒は「数学は理論的なもので， ノートの上だけのこと」という感が強く

なってくる。そこで，できるだけ日常生活の中にある数学的な事象を題材として取り上げ，生徒

に数学のよさや楽しさを味わわせたいと考えている。授業ではタイルという身近なものを扱うこ

とにより，生徒が自発的に課題に取り組み，操作活動をしながら図形に対する見方や考え方を深

めていくことをねらいとした。

指導計画ク

図形の調べ方（三角形の角）学習終了後「めざせ！タイル・デザイナーl…･･2時間（本時）

（1）正多角形（7種類：正三，正四，正五，正六，正八，正十，正十二角形）

の組み合わせを考える．．……･……………･………………………………………･……1時間

（2）正多角形でタイル模様のデザインを考える………………．．……………･……･…1時間

開3展

本時昔
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学習内容と学習活動 指導上の留意点

1課題を把握する。

2各自で，正多角形の組み合わせを考える。

3できた組み合わせにタイトルをつけ，発表

する 0

’
o問題を提示したプリントを配布し，課題を

確認させる。

。組み合わせのルール「1つの頂点に集まる正

多角形の内角の和が360。になる」を気づか

せる ◎

･例を示して問題の意味を十分につかませる。

oまわりの友達と相談させ，できるだけ多く

(全12パターン）見つけさせる。

・自由な発想を生かす ◎

正多角形のタイルで平面をしきつめよう



正多角形の組み合わせ（12パターン）

零F円誓吊冊師OO
正三角形(6) 正四角形(4) 正六角形(3) 正三角形(3) 正三角形(4) 正三角形(2) 正三角形(1)

正四角形(2) 正六角形(1) 正六角形(2) 正十二角形(2)
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正三角形(2)
正四角形(1)
正十二角形(1)

正四角形(1)
正八角形(2)

正四角形(1)
正六角形(1)
正十二角形(1)

本時÷

4考 察

年間カリキュラムでは， どの学年とも，数式領域が先で，図形領域が後にくる。そこで，数式

をていねいにしていくと，後半は時間不足で，図形は速いスピードで指導することになり，結果

的に知識技能のおしつけのような授業展開になってしまう。そのため，生徒は図形がわからなく

なり，ひいては「図形がきらい」「数学がきらい」ということになりがちである。

その反省に立つと，図形は本来もっと楽しい題材であり，発見も多いはずである。コンパスや

定規を使い，試行錯誤を繰り返しながら自由な発想がなされ，その中で，帰納・推測・円鐸とい

った数学の基本的な概念や考え方が自然のうちに使われ，定着されていかなければならない。そ

ういった意味では，生徒自らがまず図形を描けることが重要であり， これによって図形の性質を

見抜く力を定着していくと考える。

あらためて，授業において操作活動を取り入れることが，生徒を主体的に生き生きと活動させ，

数学力をつけていく上で重要であることを実感し， その工夫を考えていきたい。

参考文献平成9年度「個を生かし， 自ら学ぶ力を育てる学習指導」 粟田恭史

（上勝中学校北田雅也）

－39－

学習内容と学習活動 指導上の留意点

1 正多角形でタイル模様のデザインを考

える ◎

2できた作品を掲示して発表する。

･デザインしやすい正多角形の組み合わせを使

って ， 自由にデザインさせる。

･違和感を味わわせるとともに，友達の作品を

観賞させる。



変わっていく量を見つけよう （2年）

1 授業のねらい

関数の学習では，変化のようすを明確にとらえ，変化や対応についての見方や考え方を深めて

いくことが重要である。いろいろな事象の中には，一次関数などでとらえられるものがあること

に関心をもち，関数についての理解を深めたい。

この授業では，誰にでも取り組める課題を通して，生徒の興味・関心を引きだし，生徒主体の

積極的な学習活動を促すようにしていきたい。また，多くの意見を出し合うことによって，多様

な見方を育てていきたい。

生徒たち自身で，問題をつくことによって，変化や対応についての見方を一層深め，数学的な

見方や考え方を育てていきたい。

指導計画'

変わっていく数を見つけよう………………………………………………2時間

開3展

本時昔

－40－

学習内容と学習活動 指導上の留意点

1本時の課題を確認する。

2ともなって変わる量をみつけ，プリントの

表に書いていく。

3表に書いたこと力

かみ ， 式に表す。

、
壷

1つ， それぞれの関係をつ

’
・カードを用意する。

o班ごとにカードを並べさせる。

･複雑な式には助言する。
● 多くの式ができるようにする ◎

正三角形のカードをすきま無く並べて， 1段， 2段， 3段と大きい正三角形をつくったとき，
段数とともに変わっていく量を探そう。
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本時-号

4考 察

･段数とともに変わっていく量を探すとき，見つけた数については，個人差がある。どうやって

考えたらよいか分からない生徒もいるので，助言が必要である。

・式は，簡単に表せるものはすぐできるが，複雑なものになると難しい。今までに，学習してい

ないものもでてくる。

。一人での学習より，グループでの学習のほうが，それぞれの生徒の考えをのばすことができよ

いと思う。

o問題をつくるときには，例題を提示しないとなかなかできないが，その例題と同じような傾向

の問題が多くなってしまう。

o実施時期について， 2年生の一次関数の導入として使うこともできるが， 3年生で，一次関数，

二次関数などの関数についての理解を深めるために，取り組んでもよいと思う。

・作業を取り入れた活動なので，生徒の主体的な学習活動が見られた。

参考文献平成11年度「選択数学の実践研究」 森 恵子

(藍住東中学校河野恵子）

－41－

学習内容と学習活動 指導上の留意点

1前時の確認をする。

2出された式の中に，比例や一次関数，その

他の関数の式で表されているものがあること

を確認する。

3一人ひとりが問題をつくる 。

4つくった問題を発表し，解いてみる。

。見つけた関係とその式を発表し，確認する。

･考え方が違っても，同じ式になるものもある

ことを確認する。

oそれぞれの関数の特徴を確認する。

･例題を提示する。

･それぞれの問題に意欲的に取り組むことがで

きるようにする。



三角形や四角形から，平行四辺形をつくろう （2年）

1 授業のねらい

これまでは，図形の性質を平行線についての性質や三角形の合同条件を用いて論証してきた。

図形の性質自体はすでに知っているものがほとんどである。それらを活用することが充分とは

いえない。そこで，三角形や四角形を分割し再構成することで，三角形や平行四辺形の性質を

より深く理解させたい。そして，知識を体系化することの大切さを学んでいきたい。

指導計画ク

●

「三角形や四角形から平行四辺形をつくろう」･…………………………2時間（本時）

（1）三角形を分割再構成して四角形をつくる．．……………………………1時間

（2） 四角形を分割再構成して平行四辺形をつくる･･･………………･……1時間

3展

本時÷

開

－42－

学習内容と学習活動 指導上の留意点

1 課題1を把握する。

2 どんな四角形ができるか発表する。

3平行四辺形になることの証明を考える。

4証明を発表する。

’

‘

･画用紙で作業をさせな

がら課題を理解させ

る ◎

｡辺に色を付け，同じ色

の辺は，同じ長さであ

ることに気づかせる。

･平行四辺形となることに気づかせる。2通り

できるが，右回転でできる場合と限定して

おく ◎

･平行四辺形の性質について復習する。

･上辺は一直線か,MBと平行になるのはどれ

でなぜ平行かを考えさせ，発表させる。

課題1

。△ABCの2辺AB,ACに別の色

を付け，それぞれの中点M,Nを

結ぶ線MNで切り離す。

・2片を並び替えて四角形をつ

くる。 B

A

C



本時-号

4考 察

・課題2では，数学が得意な生徒は興味をもって取り組めたが，証明が苦手な生徒は，あまり自

分から考えようとしなかった。図形の証明など，難しい内容や時間のかかるものでも，すぐ

にあきらめないで，根気強く， 自分で考える習慣をつけることが大切である。

・課題2では，並び替えて平行四辺形ができたときには，興味が増すと思う。

o証明の学習では， 1つの問題に対して， 1通りの証明の仕方だけで終わってしまうことが多い

が，様々な証明の仕方を取り上げることによって，多様な考え方を育てていきたい。

参考文献平成7年度「個を生かし自ら学ぶ力を育てる学習指導（実践研究)」 松田弥恵子

(藍住東中学校河野恵子）
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学習内容と学習活動 指導上の留意点

1課題2を把握する。

2平行四辺形になることの証明を考え，発表

する ◎

3課題と解答をまとめる。

4課題1，課題2について，できる四角形が

長方形やひし形，正方形になるにはもとの図

形が，どんな三角形や四角形であればよいか

考える。

’ ･作業をしながら理解を深める。

･証明では， 4片がすきまなく集まること，各

片が一直線であることに注目する。

･証明は1つだけでなく，ほかにもないか，考

えさせる。

･長方形，ひし形，正方形などの特徴について

ふりかえらせる。

課題2

・四角形の各辺を色で塗り分け，対辺の中

●

点を結び，その直線で4片に切り分ける。

4片を並び替えて，四角形ができないだ

ろうか。

B



二等辺三角形の性質（2年）

1 授業のねらい

図形の証明の学習においては，結論が明示され命題について理由づけをしていくことがほとん

どである。ひとつの結論に向かってその証明に必要な情報を取捨選択していくことが大切であ

るが， なかなかその結論まで到達できず，達成感が得られないまま，次へ進んでしまうことも

多い。

そこで本時は，仮定だけが与えられ， 「このときどんなことがいえるだろうか｡」と結論を問

う課題を設定した。同じ課題であっても，一人ひとりが自分にあったペースで課題に取り組み，

それぞれの達成感を味わってほしい。そして，結論を求めていくなかで，図形の論証に興味・関

心をもち，筋道を立てて考えようとする態度を身につけさせたい。

指導計画ク

ニ等辺三角形の性質………………･…………･……･……………………1時間

開3展
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学習内容と学習活動 指導上の留意点

1 課題を把握する。

2各自で，課題の図でどのようなことが成立

しているか考え， グループで話し合う。

’
･問題を提示したプリントを配布し，課題を確

認させる。

oできるだけ多くの結論を見つけさせる。

o結論の見つけられない生徒には長さや角度を

実測させる。

二等辺三角形ABCの底辺BCに点Pをとり，点

PからAB,ACに平行な直線をひき,AC,AB

との交点をそれぞれQ,Rとすると，どんなこと

がいえるのだろうか。

B
P

A

C



4考 察

・結論を導くにあたって，その根拠をはっきりと認識するものもいれば，見た目や推測で答えて

いるものもあり，個人差があるが何らかの結論を見つけようとする。

・課題に取り組む時期について，三角形や平行四辺形の性質を学習後でもできる。また，次の単

元の，三角形の相似条件や平行線と線分の比の学習後でも，多くの結論を引き出すことができ，

効果的である。

・平行線と線分の比の学習後であれば，線分APとRQとの交点は，常に辺ABの中点と辺AC

の中点を結ぶ線上にあることも取り上げられる。

・数多くの結論が含まれている課題にじっくりと取り組み，いろいろな角度から切り込んでいく

ことは，既習の内容を結びつけるのに役立ち，図形の世界を深く広く眺めることにつながって

いく。また，与えられた条件のなかで普遍的にいえることを自ら求めていくという過程は，数

学のなかでの重要な部分のひとつである。生徒が主体的に数学に関わっていける課題を多く作

っていく必要があると考える。

・図形の論証が，めんどくさいもの，難しいものとならず，おもしろいものと感じるようにして

いきたいと考える。

参考文献平成6年度「個を生かし自ら学ぶ力を育てる学習指導（実践研究)」

平井正美

(藍住東中学校河野恵子）
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学習内容と学習活動 指導上の留意点

3見つけた結論を発表し，証明の筋道をみん

なで話し合う。

4 ｢PQ+PR=AB」になっていることを確

認し，みんなで証明する。

5点Pの位置を変えて， 3つの線分PQ,PR,

ABの長さの間に成り立つ関係を考える。

･点Pが底辺BC上で動く場合

･点Pが底辺BCの延長上にある場合

･できるだけ多くの結論を発表させる。

･既習の学習内容を使って，根拠を明らかに

する ｡

･同様に「PR+PQ=AC」であることにもふ

れる 。

･点Pを移動させ，それに伴って変化していく

もの，不変なものに気づかせる。



バネの性質を調べよう （2年）

1 授業のねらい

私たちの身の回りには，一方の量が変化するにつれて，他方の量が一様に変わっていく事象が

たくさんある。この単元では， これらの事象を「関数」として考察し，処理する能力を養うこ

とを目的としている。しかし，授業では，精選されたデータを扱うことによって，実生活とは

かけはなれた内容となることが多くなってしまう。

そこで，今回，実験を行いデータを収集することから始め，必ずしも正確な一次関数とはなり

得ない事象から，近似的に一次関数の式を求めることを体験させたい。一般事象の中から，積

極的に一次関数とむすびつけ，一次関数を利用していくとする態度を養うことをねらいとして

いる。

指導計画

一次関数…………………･………………………………………………2時間

一次関数のグラフ…………･……･………………………………･………4時間

一次関数の式をもとめること……．．………………･……．．……………3時間

一・次関数を使って………………………………･………………･…･……4時間（本時3／4， 4／4）

問 題……･…………………･………………･………･………………1時間

2

１
１
１
１
１

１
２
３
４
５

ｉ
ｌ
ｉ
ｉ
く

３
－
４

展
時本

３ 開
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学習内容と学習活動 指導上の留意点

1 実験の方法と目的を理解する。

2班ごとに何gずつ計測するか考える。

3A, B2種類のバネについて測定する。

①紙コップに分銅を入れて，バネの長さを

測る。

②ワークシートの表を完成する。

③表を見て気づいたことを，班で話し合い

ワークシートに記入する。

4A, B2種類のバネについてのグラフを

かく 。

①ワークシートのグラフ用紙に自分たちの

実験結果に基づいて， 目盛りを打つ。

②表のデータをグラフに移していく。

③グラフをかいてみて気づいたことをワー

ク ン－ ﾄに記入し， グラフを式化する。

･バネの扱い方，バネの長さの測り方に気をつ
けさせる，

･おもりの増加幅を，実験結果を予測しなが
℃

1つ , 考えさせる。

･バネの振動がなくなってから計測させる。

･測定値は最小10分の1dnまで測らせる。

･グラフ用紙の目盛りを自分の測定結果によっ
てどう定めればよいのか考えさせる。
･実験のデータは必ずしも計算通りにはならな
いことを注意する。



本時÷

4考 察

本校のT､Tは， 1週間に各クラス1時間行われている。今回授業を実施した学年は2学年で，

数学の教師と理科の教師がペアを組んでいる。そこで，私たちは，協力してT､Tがよりよい成

果を上がられるように,T､Tの日は主に，一般事象における数学の利用を取り上げてきた。一般

事象を考えようとするとき，頼りになるのは理科で習った知識，理解であり， その道具的役割

を果たすのが数学である。そういった面において，数学と理科は切っても切れない関係にある。

今回，授業で行ったバネの長さと重さの関係も，一次関数と密接な関連を持っていると考える。

このような授業を通して，生徒たちが少しでも数学と理科， またその他の教科との密接な横断

的関係について考えてくれればと思う。

今回の取り組みにより，生徒たちの中には理科における数学の有用性について気づいた者も少

なくなかった。また，数学の苦手な生徒たちにとっても，実験もあるせいか，楽しみながら取

り組めた。自分たちで集めたデータなので，あきらめずに根気よく規則性を見つけようとする

姿も見られた。さらに，私たち教師が， もっと実験の方法や目的について，生徒たちに十分理

解できるように，授業形態の工夫を図らなくてはならないと思う。

参考文献平成9年度「個を生かし， 自ら学ぶ意欲を育てる学習指導」 松本賢一

(鴨島第一中学校森本千晶）
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学習内容と学習活動 指導上の留意点

1前回行った実験が， どのような目的で行わ

れたか思い出す。

2実験結果（ワークシート）からA, Bの（

ネの性質を考察する。

①班になって，表について気づいたことを

話し合い，意見をまとめる。

②同じく，グラフについて気づいたことを

話し合い，意見をまとめる。

③黒板に代表者が班の意見をかく。

④各班の意見や， 自分の班の意見を見て，

何か気づくことはないか考え，発表する。

3バネA, Bの性質を考える。

①各班の測定方法は同じではなくても，ほ

ぼ同じ結果が出ていることを確認する。

②一次関数への理解があれば，おもりの重

さとバネの長さの関数を数式化できること

に気づく。

③数式化すれば，表やグラフから読み取れ

ないことが読み取れることに気づく。

･実験データに，規則性がありそうなことに気

づかせる。

･実際の実験では，誤差が出てしまうことを確

認させる。

･班で1枚，代表者のグラフを拡大コピーして

掲示し，比較しやすいよう配慮する。

。実際に調べた一般事象を，一次関数の知識に

よって数式化し，その性質を容易に考えられ

ることに気づかせる。



六角形の内角の和を求めよう （2年）

授業のねらい

(1)三角形の内角の和をもとにして，六角形の内角の和を求めることができる。

(2) 自分の考えを図や式を使って分かりやすく表し，説明することができる。

(3)班での話し合いや発表を通して内角の和の求め方が何通りもあることを知る。

1

指導計画ク

(1)平行線と角…･……………………･…･…………………･…………………3時間

（2）三角形の角……………………･……………･………．．……………………3時間（本時2／3）

（3）三角形の合同…………………･……………………………………………1時間

（4）問 願……･………･……･…………･…………………………………1時間

開3展

－48－

学習内容と学習活動 指導上の留意点

1 各自プリントで考える。

2発表のルールを最初に確認する。

る

一
①
②
③

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
０
０
１
１
０
１
１
１
１
０

2

L一

ー

･黒板で1つ例をあげ，できるだけたくさんの

方法で考えるよう指示する。

･六角形の図をかいたプリントを配り，補助

線，求め方の式を記入させる。

･発表用の紙B4(六角形を1つかいている)10

枚とマジック数本を各班に配る。

1■■＝1■■＝一二二一 I■■ 1■■■■■ 一 二一一一一一一I■■ 1■■ ｡■■ー■■一一一1■■一ﾛ■■ー1■■－4■■一一ーー1■■一一1■■■■■一一一.■■－1■■一一q■■ ｡■■一一一一一－－1■■－－－－一一一一一一一一一一一－一一一一一一一一一一一－一一一

まず， 1班が1枚プリントを提示し発表する。

この時，他の班で，同じ考え方をかいたプリントがあれば前に提出し，重ねて黒板に貼

◎ (自分たちで，同じかどうか判断する｡）

班

する
ー■■■ー1■■ q■■

◎

3班……と順に1枚ずつ発表していき，最後まで考えが残った班を“勝ち
”

と

句

8

’
’
１
１
１
１
１
０
１
１
１
１
１
１
１
１
８
１
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3班で話し合い，発表用の紙に図（補助線）

と式を記入する。

4各班で順に発表していく。

5答えは1つでも求め方はいろいろあるとい

うこと，また三角形の内角の和180.が全て

のもとになっていることを確認する。

･三角形に分割した時，内角の和に必要な角は

○，不必要な角は×を入れるなど，工夫さ

せる ◎

･他の班の発表をしっかり聞き，求め方が同じ

かかどうか判断させる。

･最後まで残ることができるよう，出す順番も

考えさせる。

六角形の内角の和を求めよう。



①使用したプリント

、

②生徒の考え（一部）

360｡+180｡×2=720｡ 360｡×5-180｡=720｡ 360｡×6-360｡=720。360｡×2=720。

180｡×6-180｡×2=720 180｡×5-180･=720｡ 180｡×5-180｡=720｡

4考 察

・最初はとまどう生徒もいたが， ヒントや他の生徒との話し合いの中で，次々と考えを出す生

徒が増えてきた。

。日頃は「数字が苦手で嫌い」と言っている生徒の中にも，興味をもって取り組む者も中にい

て， 1人でいくつも発見していた。

。最初に発表のルールを説明することで，班での話し合いも活発になり；競い合って楽しみな

がら別の方法を探そうとしていた。

・授業時数を考えると，やはり進度が遅れることが気になって， どうしても教科書中心の授業

になってしまう。今回の授業で机間巡視をして，一人一人の取り組みを見ることができたと

同時に，普段より興味をもって取り組む生徒の姿を見ることができた。しかし，生徒が数学

に目を向けてきたとは言いにくい。生徒が自ら学んでいくためには，おもしろくて役に立ち，

学習意欲や課題意識がでてくるような授業にならなくてはならない。そのために， どのよう

な教材を用いて，導入や発問をどのようにすればよいかが重要になってくると思われる。

参考文献平成6年度「個を生かしウ 自ら学ぶ意欲を育てる学習指導」 原田哲治

（鴨島第一中学校森本千晶）
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お茶わんのマジック（2年）

1 授業のねらい

『おちやわんのマジック』とは，お茶わんを横一列に4個ならべ，相手（生徒）にサイコロを

入れてもらい， そのサイコロを隣のお茶わんへ順繰りに何回も移しかえさせ，サイコロの落下

音の回数によって，最後にサイコロの入ったお茶わんを当てるというマジックである。

数学の問題を考える時に，奇数・偶数の性質が役立つことがよくある。本課題では，サイコロ

の落下音の回数1回， 2回， 3回……を奇数回，偶数回，奇数回……と考えさせることによって，

規則性を見いだし，マジックの中にも数学的な考え方が，使われていることに気づかせ，数学

を身近なものとしてとらえさせたい。

指導計画'

お茶わんのマジック…･………………………………………………………･･1時間（本時）

開3展

4考 察

・見本動作を見て，すぐしくみが分かった生徒は数人だけだった。

o班で分かれて， しくみを考えている時も， どこからどうやって考えたらよいのか分からない

班があった。そこで， 1回移しかえた時，サイコロはどこに入っているのか， 2回移しかえた

時は……と順を追って考えさせると，理解できた生徒が出てきた。

。隣の班に教えてもらいに行ったり，班の中で教え合ったりと，にぎやかに楽しく行うことが

できた。

。みんなの前で実演するまでには，かなり練習が必要であった。

－50－

学習内容と学習活動 指導上の留意点

1 見本動作を見て，どのようにサイコロの入

っているお茶わんを当てているかを考える。

2班に分かれて，お茶わんのマジックのしく

みをプリントにまとめる。

3分かった班の代表者が,前で実演しながら

発表する。

4再び， （今度は生徒が）お茶わんのマジッ

クを行い，全員でその規則性を確認する。

･見本動作を行い，サイコロの入っているお茶

わんを当てる。

･各班にお茶わん4個，サイコロ1個を準備し，

実際にサイコロを動かせながら考えられるよ

うにする。

･サイコロを1回移しかえた時， 2回， 3回…

●

と場合分けして考えるよう指示する。

1回， 2回， 3回……を奇数回，偶数回，奇

数回……と， とらえさせる。



『_____．お茶わんのマジックー_________.._________----------------.-------------------------------------－．．，

I (1)相手（生徒）とテーブルの同じ側に立ち，テーブルにお茶わんを4個並べ，左から順に1, |

’ 2, 3, 4(つまり奇数,偶数,奇数,偶数)と順番を決め,必ず1のお茶わんにｻｲｺﾛを ｜
｜ 入れるようにする。 （下図）
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（2） ここでサイコロを移す時は，必ず左隣りまたは右隣りにあるお茶わんにしか移せないこと I

を強調する。 （下図）
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I （3） 自分は目隠しをして相手（生徒）にサイコロを移す操作を数回繰り返させる。
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